
（別紙様式１） 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 学 校 名 高山市立栃尾小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１５日（水）～１１月１５日（土） 

 

実 施 概 要 

 

北稜中学校区の２園 ２小学校 １中学校の連携週間 

  「平成２６年度 ふるさと教育週間 （祖父母参観日及び合唱交流）」 

 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □文化   □産業   □✔その他  

公開の方法 

 □✔授業公開 □✔成果発表 □✔交流活動 □✔講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ４１人 

計   ４８   人 

地域関係者  ７人 

 

実 施 状 況 

 

 

 

 

 

 今年度も、本郷保育園、栃尾保育園、本郷小学校、栃尾小学校、北稜中学校

が連携して、ふるさと教育週間の取組を行った。 

「地域あいさつ声掛け運動」では、保護者や地域の方々に、登下校中の子ど

もたちの様子を見守っていただくとともに、あいさつを交わし、一声掛けてい

ただきながら、地域における心の交流を大切にできるようにした。 

本校では、１１月４日（火）に祖父母参観を位置付け、全学級が授業公開を

して教育活動を地域に示す機会とした。また、授業参観後には、体育館に全校

児童と祖父母・保護者・地域参観者が集まり、交流を図るための集会活動を行

った。この「ふるさと集会」では、６年生児童が「栃っ子宝太鼓」を披露した

り、３・４年生児童が合唱を発表したりした。また、高山市で活動する吹奏楽

団（女性３人編成）によるミニコンサートを行い、演奏に合わせて、子どもと

大人がいっしょに歌を歌ったり、感想を交流したりしながら、和気あいあいと

した雰囲気で楽しく交流することができた。 

 

成果及び課題 

 

 

 

 

 

○中学校区で連携して「ふるさと教育週間」の取組を行うことで、地域で子ど

もを見守り育てる意識が高まり、地域が一体となった安心・安全な地域づく

り、学校づくりを推進することができた。 

○教育活動を公開するとともに、子どもと大人の交流活動を行ったことで、子

どもたちがより地域に親しみをもち、喜びを感じながら学校生活を送る意欲

と態度を育成できた。 

●さらに、地域において、子どもたちがはつらつと元気のよいあいさつをする

ことができるよう、学校における指導の方向を明確にするとともに、保護者

や地域におけるより具体的な活動を展開することがきるようにしたい。 

 

 


